
DP1：研究分野における高度な専門性 DP2：調査分析能力、研究遂行能力、探究力 DP3：主体性、実行力 DP4：協調性、柔軟性

知的財産分野における基礎的な概念・理論を
修得し、体系的法知識をもって知的財産に関
する法的諸問題を解決することができる能力
を有している。

知的財産に関する法的諸問題を正確に理解し、
実証的研究として体系的に修得し、論理的に
表現・説明ができる能力を有している。

社会的使命感を持ち、専門的職業人として自
らの責任と自覚をもって社会的・法的問題に
対応できる能力を有している。

知的財産に関する法的知識・法的解決能力を
身につけ、社会的諸問題に多様性と協働性を
もって適切に対応できる能力を有している。
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総合知的財産法学研究科 総合知的財産法学専攻：修士課程 履修系統図

基幹科目・主要科目
特許法・実用新案法
意匠法
商標法
著作権法

基幹科目・主要科目
不正競争防止法
外国著作権法

基幹科目・基礎科目
憲法
行政法
法情報学
民法Ⅰ（総則・物権）
民法Ⅱ（債権）
商法

基幹科目・基礎科目
民事訴訟法
仲裁法
企業犯罪法
経済法
租税法
国際取引法
英米私法
工業所有権に関する条約

特別科目・経営科目
知財経営戦略論Ⅰ・Ⅱ
産学連携論
企業ブランド戦略論
ベンチャー企業論

特別科目・技術科目
電気・電子工学概論
情報学概論
国際標準化戦略論

演習科目
特別研究Ⅱ

特別科目・経営科目
知的財産評価論
経営財務論
経営学概論
経営情報論
特許等出願実務

特別科目・技術科目
工学概論
機械工学概論

特別科目・経営科目
知財管理実務論
（エクスターンシップ）

発展科目
知財実務と職業倫理
知的財産紛争処理法論
アジア知的財産制度論
知的財産法特論（著作権関連条約）
知的財産法特論（著作権法と実務）
国際標準化と法
知財英語
特許・実用新案法特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
意匠法特論Ⅰ・Ⅱ
商標法特論Ⅰ・Ⅱ
工業所有権に関する条約特論Ⅰ・Ⅱ
行政法特論Ⅰ・Ⅱ
国際出願実務論

修士論文

演習科目
特別研究Ⅰ


